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村川泰佑提出論文内容要旨
結 目
 冠不全の外科的療法に関しては,マ9マ6年」OnneSCOが初めて交感初経切除を行って以来,
 幾多の方法が考案,発表されているが,未だ確立されたものはない。著者はL⊥μeheiの提唱
 する,人為的低酸素迎症によ9冠動脈間吻合を増進し冠不全を改善せ'んとする,左心興二・肺動脈
 幹短絡法に着目し,之に関する実箕を行い,特κその主要戯書島に及ぼす病理租漬麦竿的変化につい
 て研究した。
 実験方法並びに実験成績
 L左心耳・肺動月永幹矯各法:1建1康成犬22頭を用い,気管内廟爵下,左第5～6肋間開胸,
 左心耳と肺動脚1争の聞に10～24襯(平均マ5.5灘)の1麟『i各を側々一層吻合により作成し,
 術直後の動1泳亘IL酸素飽和度を溶血光電比色法により測定,醗言飽和度は6,～94%(平均794
 %)であっノらヂ誠1した短絡は次第に縮少}閉鎖するものの如くで,術後5辿の開存率は5臼%
 であった。
 丑.前下行枝結紮死亡率:短絡作成による冠動脇爾吻合増生の効果判定のため,短絡作成犬
 (以下短絡犬と略す)と対照犬の,左冠動脈前下行枝を中隔枝分岐直段て結紮し,r醸の死亡率奮
 比較検討した。即ち短絡作成後2週の短絡犬では,10蹟・戸死亡暮・例(死亡率～0.0%)7対照
 犬では,27頭中死亡マ1例(死亡率40、7%)で両者の聞には朋かに差が認められたo
 皿.心勝睡容積率:前実験と同様,短絡作成による効果を判定するため・心形遡襲容積率に
 及ぼす影響について繍険を行った。即ち短路作成後2週の短絡犬と.対照犬の前下行伎分岐直後を
 櫓繁して急性心臓を作り,結紮後5日,6日目に居役ナる。心を摘出し,フォルマリン固定倹
 心体部を7～1eケの横断切片とし,天々H一皿染色,マッソン氏染色を行い,その染色標本よ
 り顕微鏡的に心∫瀞)霊告都と健康部との境界を確認し,Zを粋π方眼紙に実写して面積を測定し,
 更に容積に換算して全容積に対する披塞容積率を算定した。短絡犬5例の梗憲容積率は↑課.20
 ～2Z42%(平1瓠8.67%),対照犬5例の・隆容積率は2峨42～50.58%(平均26.17
 %)で詳明かに短絡犬に縮少の傾向が認められた。Zは一時的な酸素飽和慶低下よりも,酸素飽
 和度低下が或期間持続することが影響を与えるようである。
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 W.主要嚇に及ぼす病理組織学的変化:短絡作成による人為的低酸素血症の主要臓認に与え
 る縮織学的影響について検索した。健康成犬20頭を用い,左心耳辱肺動脈幹に大きさ"・一22'
 5辮(平均律.9襯)の短籍を作成,低酸素llユ症(術直後動脈血・酸素飽和度平均80.5%)として曽
 術後5日乃至7ヶ月の聞に屠殺,剖検し,所・質戯鵠のH-E染色,マツソン氏染色(併ワイゲル
 ト氏弾力線維染色),鍍銀染色・ズダンm染邑,メス染色標本をイ乍製して検索に:供した。
 伽大脳及び小脳:オリゴデンド・ダリアの腫脹,核濃染,子lll経細胞の所謂乏血盟変化,ブノし
 キニエ細胞の減少,均質此等区)変化が見られたが,A自。〉践aに見られるような斑度の細胞内浮
 腫,脳の充1皿等の変化は認められず,脳の変化は全般的に軽度のものと解された。
 (21心:心筋に譜変を見たものはなく意外に変化は少なかった。前下行枝を結紮し7色鯉重心と,
 結紮後2週後に短絡を作成した心を比較すると,短絡心の方に小1皿葎・毛細管の新生が豊富の如
 く1感じられた。
 (引肺二局瑚的寒帳L∫浦,肺i動静肱の11面全,胴i炎病巣等,…蔓として麻酔,誹釘鈎庫術等1てよる侵1奥
 の影響が大きいと考えられた。
 ゆ肝:毛細管周囲性幽擁,肝細胞(0空ll逗投性,萎縮,細胞索の解離等の変化が1認められ,低
 酸素血症の影響を無視出来ないが,程度は軽いものであった。グリコーゲンはア長朗生存例には
 1塾1〒に在任したがフ術後日の浅いものは減少の鹸向にあり,蚊は搬自薦障碍も存するやと思われる
 所見もあった。然し,Zのみでは断定出来ないと思われる。
 (5)脾:本実験の影響として,洞π巳量の減少が予想されたが,て圃のみにしか見られず,この
 変化は極めて低率且つ軽度であった。
 ㈲腎:低酸素∬巳症の影響として起り得る尿細管主部の脂肪変性を数餉に見たカ{ンその程度は
 軽微なものであった。その他,.比較的新しい礎所見を1画に見た以外は,聞質性腎炎乃至腎1孟
 炎等の本実験とは実献1係な実験動物に偶発した病変が多かった。
 (7)副腎:増ミ状斥サ,芽調犬渥づにイ薄造の乱れ、7茅田野包の1動疹蔓,淡明イヒ、等の実質唇章吾尋と,浮且重,ヲ尊虹,
 出血等の循環障碍が比較的多数に認められたが,全てが本実験によるものとは考えられない。父
 皮質のリ、ドィドは15例に増力!1を認めたが,術後の経過期間と短絡開窃の有無により多小所見を
 異にする。5週生存の矯洛開存例では,球伏層,皮質内層に著明なリポイド減少傾向あ1コ,5⇔
 ボイド顆粒の増加例に粗大なものの多いことから矢張り低酸素∬匠症に応じた多少の機能障碍の存
 在は否めなレ・と思わ才した。髄質1ては砦変はなかった。
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 以上の実験成演により,本法は前下行枝結紮による死亡減少に対'し効果があり,心筋穆塞容磧
 率縮少に好影響を与え,又身体主要臓黙に及ぼす、沮玉1娼乏的影響としては,多少の循環障碍,実質
 障碍が現われたカ∫,その驚化は極めて軽微なもので・機能障碍も殆んど発生しないと考えられる。
 臣籍凍瘡1月3には更に∬i貸夜亘劣態、,短暗岩千乍、ワ堵の∫Jl抽場の影4弾その他からの検討'を、必要とけ云、え、,その応
 用への有意性を示唆した。
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 審査結果σ)'要旨
 Lilleheiは人為的低酸素血症により冠動脈間吻合を増進し冠不全を改善せんとして,左心
 耳・肺動脈幹短絡法を行ったが,著者は之を追試し冠動脈間吻合増生の状態を検し,更らにその
 場合の他主要臓器に及ぼす病理組織学的変化について観察し此方法の価値を批判している。
 先づ左心耳・肺動脈斡短絡法は,健康成犬22頭を用い,気管内麻酔下,左5～6肋間開胸,
 左心耳と肺動脈幹の間に10～24襯(平均」5.5襯)の短絡を側々一層吻合に、仁り作成した。
 此場合術直後の動脈血酸素飽和度を溶血光電比色法により測定しているが,酸素飽和度は61-
 94%(平均794%)であった。イ乍成した短絡は次第に絹少,閉鎖するもの』如く」で,術後5
 週の聞存率は50%であったとしている。
 次いで短絡作成による翅鋤胴昌物合増生の効果判定のため,短絡作成犬(以下短讃犬と略す)と
 対照犬の,左冠動脈前下行枝を中隔枝分岐画麦で結紮し,両者の死亡率を比繭検討した。即ち短
 譜作成後2週の短絡犬では,10頭中死亡1例(死亡率10.9%),対照犬では,27頭中死亡
 11例(死亡率40.7%)て両者の1爾には朗かに差が認められた{)
 次に心筋桜垂容贋率をみているが、虚語侑露後2週の短絡犬と対照犬の前下行枝分岐直殴を結
 鍛して急性危懼を作り,結紮後5日,6日目に屠殺する。心を揺1出し,フォルマリン固定後心
 体部を7～10ケの横断切片とし,夫々H-E染色,マツソン氏染色を行い,その染色標本より
 顕微鏡的に心筋変性部と健康部との境界を確認し,Zを惚π方眼紙に実写して面積を測定し,更
 に容棲に換算して全容積に対する梗塞容積率を算定した。短絡犬5例の模塞容積率は矧.20-
 2Z42%(平均18.67%),対照犬5例の憾容積率は24.42～50.58%(平均26.▽
 %)で・明かに短絡犬に縮少の傾向が認められたことより,一時的な酸素飽和度低下よりも㌻酸
 素飽和度低下が或期間持続することが影響を与えるようであると考えている。
 著:者は更に主要臓器に及ぼす病理組織学的変化をみているが,短絡作成による人為的低酸素血
 症の主要臓暴に与える影響については,健康成犬20頭を用い,左心耳.肺動脈幹に大きさ11～
 12窮π〔平均14.9聯)の短絡をf乍成,低酸素血症〔術噛1後動脈皿1酸素飽和度平均80.5%)として,
 術後5日乃至7ケ月の闘に惜歳,剖検し,所要臓器のH一星染色,マツソン氏染色(併ワイゲル
 ト氏弾力線維染色),'鍍銀染色,ズ'ダン皿染色,パス染色標本を作製して検索に供した。
 大脳及ぴ小脳ではオリゴデンド・グリァの腫町鳳核濃染,神経細胞の所謂乏11蛯撞変化,ブルキ
 ソエ熟田胞の減少,均質化等の変化が見られたが,Anoxiaに見られるような高度の細胞内浮腫,
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 毒菌の充f虹等の変化1は認められづ4,躰麺の変4ヒ、1改全1投白マに軽度のものと∫曜されたっ
 心:心筋に著変を見たものはなぐ意外に変化は少なかった。前下行枝を結紮した硬寒心と,結
 紮後2週後に短絡を作成した心を比較すると,短絡心の方に小1阻管,毛細管の新生が豊窟の和ぐ
 感じられたといっている。
 肺:局所的無気肺,肺動静脈の血栓,肺炎病巣等,主として麻酔,開胸手術等による侵襲の彫
 憎!カ≒ノてきい・。
 肝=毛細管周囲性浮腫,肝細胞の空胞変性,萎縮,細胞索の解離等の変化が認められ,低酸素
 ∬且症の彪薄金無視出来ないカ`,程度は軽いものであった.グリコーゲンは,長期生存例には豊富
 に存在したが,術後日の浅いものは減少の傾向にあり,或は機能障碍も存するやと患われる所見
 もあった。然しコZのみでは断礎…出来ない。
 脾:本実換の影響としてコ樋祖i=tの減少力三予想されたが,1例のみにしか見られず,この変化
 仁口亟めて低率且つ軽1,豊iであった,)
 1考:低頁罎皇位症の影響として起,得る尿細管主都の脂肪変1生を数側て見たが,その程度は軽微
 なものであった。その飽,比較的勒しい継所見を1例に見た以外は,間質性腎炎乃至腎盂炎等
 の本実険とぐよ卿関係な実演動檎に1禺発したジ内変が多かった。
 副督二球伏層,東状1韓に構造の乱れ,細胞の崩壊,淡明化等の実質障碍と,浮腫,充血,出Ha
 等の循欺障碍が比較的多数に認められたが,全てが本実験によるものとは考えられない。叉皮質
 のリポイドは15例に増加を認めたが,術後の漉過期間と短絡開存の有無により多少所見を異に
 する。ろ超生存の虚婚開存例では,球状居,皮質内層に著明なリポイド減少傾向あり,又りボイ
 ド顆粒の増加例に粗大なものの多いことから矢張り低酸素血症に応じた多少の機能障碍の存在は
 否めなレ・としている。
 以上の実験成績により、本法は前下行枝結紮による死亡例減少し,心筋極寒容積率縮少に好影
 響を与え,又身体主要戯器に及ぼす組織学的影響としては,多少の循壌障碍,実質障碍が現われ
 たが,その変化は極めて軽微なもので機能障碍も殆んど発生しない。即ち臨床応用には更に血液
 勢浜,勧蚤作成の長期間の影響その他からの検討を必要とするとは云え,その応用への有,意性を
 示唆するものと考えている。
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